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新
年　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ

か
ら
町
政
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
町
長
選
挙
に
よ
り
、
四
月
三
十
日
か

ら
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
就
任
当
初
の

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
立
を
堅
持
し

た
町
政
運
営
に
努
め
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
合
併
六
十
年
、
ま
た
、
自
立
を
選
択

し
十
年
の
節
目
の
年
に
も
あ
た
り
、
立
科
町
は

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
郷
土
の
先

人
の
叡
智
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
代
々
大

切
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
歴
史
、
文
化
、
先
人

の
想
い
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
歩
み
を
、
次
世
代
へ
継
承
す
る

だ
け
で
な
く
、
新
た
な
発
想
と
ど
の
よ
う
に
融

合
さ
せ
活
か
し
て
い
く
の
か
を
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
立
科
町
は
、
特
に
大
き
な
災

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
月
中
旬
以
降

の
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
、
稲
作
の
作
柄
は

九
七
％
と
や
や
不
良
で
あ
り
、
天
候
が
農
作
物

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
観
光
産
業
は
、
北
陸
新
幹
線

が
金
沢
ま
で
延
伸
し
た
効
果
と
、
七
年
に
一
度

の
善
光
寺
御
開
帳
の
賑
わ
い
が
相
乗
し
、
予
想

以
上
に
地
域
経
済
を
押
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
は
、
御
柱
祭
や
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

の
放
映
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
県
内
に
お
け
る

観
光
需
要
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
県
内
観
光
の
交

流
人
口
の
拡
大
は
、
地
域
活
性
化
の
原
動
力
と

な
り
得
る
可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
白
樺
高
原
を
中
心
と
し
た
当
町
に
お
け

る
観
光
振
興
に
も
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
広

域
連
携
も
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
地
方
創
生
元
年
で
あ
り
、
人
口

減
少
・
地
域
多
様
化
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
自
ら
の
町
づ
く
り
に
責
任

を
持
ち
、
未
来
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
重
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
町
は
、
第
五
次
立
科

町
振
興
計
画
を
基
本
に
「
立
科
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
今
後
五
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本

的
方
針
を
ま
と
め
た
「
立
科
町
総
合
戦
略
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。
立
科
町
総
合
戦
略
を
着

実
に
進
め
て
い
く
上
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
町
の
財
政
見
通
し
は
、
歳
入
で
は
人
口
の

大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
町
税
に
与
え
る
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
も
減
収

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
歳
出
で
は
、

高
齢
者
人
口
増
加
に
よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費

や
、
老
朽
化
に
伴
う
公
共
施
設
の
維
持
管
理
経

費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
見
通
し
の
中
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算

は
、
従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
必
要
性
や

効
果
、
事
業
の
改
廃
を
含
め
十
分
に
検
討
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組
織

全
体
で
「
人
口
減
少
」
の
危
機
感
と
「
地
方
創

生
」
に
対
す
る
強
い
意
志
を
共
有
し
、
知
恵
と

チ
ー
ム
力
の
結
集
に
よ
り
、
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
各
施
策
の
目
標
値
の
早
期
達
成
に
向
け
た
積

極
的
な
編
成
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
方
針
に
お
い
て
、

・
子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り

・
定
住
、
移
住
し
た
く
な
る
町
づ
く
り

　
こ
の
二
点
の
重
点
指
針
を
基
礎
に
、
立
科
町

総
合
戦
略
に
設
け
ら
れ
て
い
る
五
つ
の
基
本
目

標
の
実
現
に
向
け
強
い
決
意
を
持
っ
て
歩
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
日
ま
で
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
立
科
町
ら

し
さ
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
村

と
の
連
携
も
密
に
し
つ
つ
、
地
域
資
源
を
活
か

し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
想
い
を
大
切
に
し

た
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新春を迎えて
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新春を迎えて
New year 2016

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
議
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
新
人
五

人
、
元
議
員
一
人
を
含
め
た
十
二
人
が
選
ば
れ
、

議
長
と
副
議
長
が
女
性
と
な
る
の
は
当
町
初
と

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
体
制
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
員
一
人

ひ
と
り
が
町
民
皆
様
の
た
め
に
尽
く
す
決
意
で

あ
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
情
勢
は

「
過
激
派
組
織
Ｉ
Ｓ
」
に
よ
る
日
本
人
拘
束
事

件
が
発
生
し
二
人
が
殺
害
さ
れ
る
な
ど
、
世
界

各
国
で
連
続
テ
ロ
事
件
が
相
次
ぎ
、
恐
怖
を
感

じ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
茨
城
県
常
総
市
に
お
い

て
、
台
風
一
八
号
が
も
た
ら
し
た
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
り
、
市
内
を
流
れ
る
鬼
怒
川
が
決
壊
す

る
「
九
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
」
が
発
生
し
、

住
宅
を
は
じ
め
と
し
商
工
業
・
農
作
物
な
ど
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
近
年
は
、
突
発

的
な
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
ま
す

が
、
幸
い
に
も
当
町
は
こ
れ
ら
の
大
き
な
災
害

も
な
く
ほ
ぼ
平
穏
な
一
年
で
あ
り
、
災
害
の
少

な
い
こ
の
地
域
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
感
謝
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
り
為
替
や
株
式

市
場
の
状
況
か
ら
も
、
復
調
の
兆
し
が
見
え
始

め
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
地
方
ま
で
そ
の

効
果
は
、
い
ま
だ
波
及
し
て
お
ら
ず
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
昨
年
十
月
に
ア
ト
ラ
ン

タ
閣
僚
会
合
に
お
い
て
大
筋
合
意
に
至
り
は
し

ま
し
た
が
、
当
町
の
中
心
的
産
業
で
あ
り
ま
す

農
業
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
不
安
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　
町
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
は
立
科
町
合
併
六

十
周
年
の
記
念
の
年
と
な
り
、
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
に
三
村
が
合
併

し
立
科
村
と
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
町
制

が
施
行
さ
れ
、
立
科
町
と
な
り
ま
し
た
。
国
が

進
め
た
平
成
の
大
合
併
時
に
は
近
隣
で
も
多
く

の
町
村
が
合
併
し
ま
し
た
が
、
当
町
は
、
町
民

の
大
多
数
の
意
向
に
よ
り
自
立
を
選
択
し
十
年

目
を
迎
え
た
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
間
に
は
、
経
済
が
低
迷
し
社
会
情
勢
は
厳
し

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
町
は
財
政
の
改

善
を
し
な
が
ら
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
と

農
業
の
振
興
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

　
国
は
昨
年
、
日
本
全
体
の
人
口
の
将
来
展
望

を
示
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
五
か
年
の

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
当
町
に
お
い
て
も

第
五
次
立
科
町
振
興
計
画
に
沿
っ
て
「
立
科
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
立
科
町
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
具
体
的
事
業
を
本
格
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
が
、
議
会
は
「
自
立

す
る
自
治
体
づ
く
り
」
に
向
け
、
議
員
が
一
致

団
結
し
、
開
か
れ
た
わ
か
り
易
い
議
会
運
営
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
政
策
提
案
と
無
駄
の

な
い
行
政
運
営
へ
の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
併
六
十
周
年
記
念
式
典
で
開
封
さ
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
は
、
過
去
か
ら
た
く
さ
ん
の

夢
や
希
望
が
現
在
に
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同

時
に
埋
設
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
も
夢
や

希
望
が
二
十
年
後
の
未
来
へ
託
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
二
十
年
後
に
託
し
た
希

望
を
、
こ
の
立
科
町
で
受
け
取
れ
る
よ
う
、
よ

り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
町
民
皆
様
方
に
と
っ
て
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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【
自
治
功
労
】

小
宮
山
和
幸
（
前
町
長
）

森
澤　
光
則
（
前
副
町
長
）

宮
下　
典
幸
（
元
議
会
議
長
）

中
島　
稲
夫
（
元
議
会
副
議
長
）

箕
輪　
修
二
（
元
議
会
議
長
）

小
池
美
佐
江
（
前
議
会
副
議
長
）

中
沢　
藤
樹
（
前
選
挙
管
理
委
員
長
）

寺
島　
義
幸
（�

県
議
会
議
員
・
議
長
と
し
て�

�

町
行
政
進
展
に
貢
献
）

土
屋　
文
男
（�

無
料
法
律
相
談
員
、�

�

町
顧
問
弁
護
士
と
し
て
貢
献
）

市
川　
泉
　 

（�

前
代
表
監
査
委
員
、�

�

豊
島
区
と
の
交
流
等
に
貢
献
）

【
教
育
文
化
功
労
】

上
原　
孝
　 

（
元
教
育
委
員
長
）

塩
澤　
勝
巳
（
前
教
育
長
）

中
村　
一
朗
（
前
文
化
財
保
護
委
員
長
）

株
式
会
社
小
宮
山
土
木

　
　
　
　
　 

（
教
育
振
興
に
貢
献
〔
寄
付
者
〕）

株
式
会
社
ナ
ガ
オ
カ
製
作
所

　
　
　
　
　 

（
教
育
振
興
に
貢
献
〔
寄
付
者
〕）

東
信
日
軽
株
式
会
社

　
　
　
　
　 

（
教
育
振
興
に
貢
献
〔
寄
付
者
〕）

【
消
防
功
労
】

箕
輪　
義
則
（
前
消
防
団
長
）

【
社
会
福
祉
功
労
】

加
藤　
正
弘
（
前
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

相
澤
芙
美
子
（
元
民
生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
）

浦
野　
健
司
（�

前
佐
久
人
権
擁
護
委
員�

�

協
議
会
長
）

小
林　
康
　 

（
高
齢
者
福
祉
に
貢
献
〔
寄
付
者
〕）

【
産
業
功
労
】

（
故
）矢
島　
三
人

�

（
観
光
の
発
展
、
地
域
経
済
の
向
上
に
貢
献
）

町
長
式
辞

合
併
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

功
労
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
昭
和
30
年
４
月
に
、
芦
田
村
、
横
鳥

村
、
三
都
和
村
の
３
村
が
合
併
し
、
今

年
で
60
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目

に
際
し
、
合
併
60
周
年
記
念
式
典
を
合

併
30
周
年
記
念
事
業
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
開
扉
の
日
に
合
わ
せ
、
11
月
16
日
㈪

に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
式
典
の
中
で
、
町
の
発
展
に
功
労
の

あ
っ
た
22
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
現
在

で
は
県
内
屈
指
の
観
光
地
と
な
っ
た
白

樺
高
原
、
白
樺
湖
の
基
盤
を
築
く
と
と

も
に
、
立
科
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
た
（
故
）
矢
島
三
人
氏
、
靜
子
氏

ご
夫
妻
に
立
科
町
名
誉
町
民
の
顕
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、
30

年
前
に
埋
設
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開

扉
と
20
年
後
（
２
０
３
５
年
11
月
18
日

開
扉
）
へ
向
け
て
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
埋
設
し
ま
し
た
。
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　（故）矢島三人氏は、元株式会社池の平ホテル
（現 株式会社池の平ホテル＆リゾーツ）社長として
ご活躍され、本年４月に惜しまれながら他界されま
した。靜子氏は、池の平ホテルの女将として長年ご
活躍されておりました。
　三人氏は、昭和20年に高冷地農業の研究と開拓を
目的として、当時の池の平蓼科大池のほとり、現在
の白樺湖湖畔に入植し、人馬による開墾に着手され、
高原野菜栽培、畜産などに励まれましたが、高冷地
での農業経営は、大変厳しいものでありました。そ
の中にあって、昭和25年に靜子氏と御結婚、翌26
年に池の平ホテルの前身である「高原寮」を開業し、
その後は二人三脚でのご努力により、現在では県内
屈指の観光地となった白樺高原、白樺湖の基盤を築
き、立科町の発展に大きく寄与されました。その功
績は卓絶であり、合併60周年記念式典で、立科町名
誉町民称号記と名誉町民章が贈られました。

平成28年度「地域発 元気づくり支援金」事業を募集します
募集期間　平成28年１月４日㈪～２月１日㈪

　長野県では、地域づくりの活動に対して補助金を交付する「地域発 元気づくり支援金」事業を行っています。
　平成27年度において立科町では、下記の事業が採択されました。
　「地域づくりのために、こんな活動をしたい」など、平成28年度に地域づくりの事業をお考えの方は、「地域発 元
気づくり支援金」をぜひご活用ください。

●制度に関するお問合せ先　　佐久地方事務所　　地域政策課　企画振興係　電話 0267−63−3132
　　　　　　　　　　　　　　役　　　　　場　　総合政策課　企画振興係　電話 56−2311　内線282

●事前相談会　　　１月７日㈭　立科町中央公民館　団体室にて開催します。
　　　　　　　　　県の担当職員による応募に向けた事前相談等を行います。（１団体あたり20分程度）
　　　　　　　　　事前相談会の申込みは、１月５日㈫までに総合政策課までお願いします。

県事業
企画振興係

平成27年度実施の「地域発 元気づくり支援金」事業一覧
番号 事業区分 実施団体名 事業名 事業内容

１ 地域協働の
推進

東信州中山道
連絡協議会

中山道を活かした
地域活性化事業

　中山道の東の玄関口である東信州の行政、関係団体が一丸と
なって街道イベントの支援や統一感を持った情報発信等を実施
することにより、広域的な誘客促進と地域振興を推進する。

２ 農業の振興と
農山村づくり 立科町 たてしなの恵み

利用拡大事業

　宿泊施設・飲食店において、利用客に町産農畜産物の利用状
況を伝えるための仕組みづくりを行うことで地産地消を進め、
観光地としての魅力向上と農産物の売上増加をめざす。

３
その他
地域の元気を
生み出す地域
づくり

温か歓迎しま
専科

まちづくり協議会
ユーユーたてしな

　国内外の児童生徒を中心に受入を行っている農村体験につい
て、受入人材の育成やおもてなしの環境整備、10周年を節目と
したシンポジウム等を実施することにより充実を図り、地域の
活性化と住民の生きがいづくりを推進する。

（故）矢島三人氏、靜子氏ご夫妻に名誉町民の顕彰
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年末の交通安全運動
期間中の諸行事

■交通安全・防犯街頭活動
　12月７日㈪　権現の湯
　交通安全協会と防犯組合の合同で啓
発活動を行いました。

■飲酒運転防止パトロール
　12月７日㈪　町内飲食店

■
交
通
指
導
所
の
開
設

　
12
月
２
日
㈬
、
佐
久
警
察
署
川
西
庁
舎
前

の
国
道
１
４
２
号
線
で
交
通
指
導
所
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
通
過
車
両
の
運
転
者
に
「
交

通
安
全
」
や
「
飲
酒
運
転
根
絶
」
な
ど
の
白

抜
き
の
文
字
が
入
っ
た
立
科
り
ん
ご
を
手
渡

し
な
が
ら
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

（
啓
発
物
の
り
ん
ご
は
川
西
交
通
安
全
協
会

等
の
団
体
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
た
も
の
で

す
。）

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど

道
路
環
境
が
悪
化
し
ま
す
。
急
ハ
ン
ド
ル
や

急
ブ
レ
ー
キ
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
つ
な
が
る

の
で
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
忘
年
会
等
で
飲
酒
す
る
機
会
も
多

く
な
る
こ
と
か
ら
仲
間
同
士
で
飲
酒
運
転
を

「
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

■街頭啓発
　12月２日㈬　ツルヤ立科店

交通安全
庶務係

　11月15日㈰に消防団の訓練として、各地域の一時避
難所の検討結果と危険箇所について分団毎に発表が行わ
れました。
　これは、災害時に町が指定する公民館等の一時避難所
について消防団として検討した結果と、各地域の危険箇
所を把握し、災害時の連携強化を図ることを目的に実施
したものです。

立科町消防団活動報告！ 庶務係

消防団訓練を実施しました

交通安全
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広報「たてしな」12月号記事に関するお詫びと訂正
　広報「たてしな」12月号20ページに記載の「年末年始の業務について」で、掲載した箇所に誤りがありまし
たので、お詫びして訂正いたします。

・中央公民館並びに図書室
・人権センター
　●休館日
　誤：12月29日㈪～１月４日㈰
　　　　　　　　  

⇒

　正：12月29日㈫～１月３日㈰
　　　�（図書室は12月28日㈪�  

午後１時から休室）

・こども未来館（児童館）
　●休館日
　誤：12月28日㈰～１月４日㈰
　　　　　　　　  

⇒

　正：12月29日㈫～１月３日㈰
・権現山運動公園
　野球場、多目的運動場、屋内運動場、体育センター
　●休館日
　誤：12月29日㈪～１月３日㈯
　　　　　　　　  

⇒

　正：12月29日㈫～１月３日㈰

税務署からのお知らせ

国税に関するご相談は、
まず電話にてお問合せください。

税務署におかけいただいた電話は、自動音声案内でご案内しております。
相談内容に応じて「０」、「１」、「２」の番号を選択してください。

「２」を選択

○�個別的なご相談のための� …
予約手続き
○�税務署からの照会に関する
お問合せ
○税金の納付相談

税務署での面接相談は、「事前予約制」としております。
相談日時をご予約いただくと、待ち時間なくご案内できます。

お問合せ先　佐久税務署　電話　0267−67−3460（代表）

東日本大震災に関する
国税の電話相談の専用窓口
音声案内に従い相談内容の番号
を選択してください。
「１」…被害を受けた個人
「２」…被害を受けた法人
「３」…その他のご相談

電話相談センター
音声案内に従い相談内容の番号を
選択してください。
「１」…所得税
「２」…源泉所得税・年末調整
「３」…相続税・贈与税・譲渡所得
「４」…法人税
「５」…消費税・印紙税・その他の税
「６」…署の所在地、開庁時間

「０」を選択

○�東日本大震災に関する
国税のご相談

「１」を選択

○�国税に関する一般的な
ご相談

税　務　署
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環境保健係

　平成28年度に「たてしな環境フェア2016」の開催
を予定しています。
　環境保全に関心・思いのある方は、ぜひ、実行委員
になって一緒に環境フェアを盛り上げてみませんか!?
※�第１回目の実行委員会は、平成28年１月20日㈬に

開催予定。

「たてしな環境フェア2016」
　　　　　　　実行委員を募集します！

環境保健係

予防接種のお知らせ

しいなちゃん！このごみ　　どっち？

しいなちゃん！このごみ　　どっち？

立科町マスコットキャラクター
「しいなちゃん」

環境保健係
こ
の
ご
み
の
分
別
方
法
は
？

紙くず

平成25年３月31日までに、ヒトパピローマウイルスワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチンのいずれかを町の助成で接種された方へ

　平成25年３月31日までに、町の助成により、標記のいずれかのワクチンの接種後に何らかの症状が生じ、医
療機関を受診した方は、接種との関連性が認定されると、医療費・医療手当が支給される場合があります。お
心当たりのある方は、具体的な請求方法等について、下記の相談窓口に至急お問合せください。

●相談窓口：独立行政法人医薬品医療機器総合機構　救済制度相談窓口
●電話番号：0120－149－931（フリーダイヤル）
●受付時間：月曜日から金曜日の午前９時から午後５時（ただし、祝日・年末は除く）
※�IP電話等の方でフリーダイヤルがご利用になれない場合は、03－3506－9411（有料）をご利用

ください。

誤　可燃ごみとして出す。

㊣ 資源ごみの「雑紙」として
出す。

小さな紙は封筒に入れ、他の雑紙
と併せて紐で束ねる。
「循環型社会の形成」のため、たと
え小さな紙でも資源ごみへ！

ちょっと待って！

「たてしな環境フェア2016」実行委員会事務局
（環境保健係）まで。

電話  56－2311　　有線  2311

お問合せ・応募先
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環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

　
不
安
や
ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
病
気
か
ら
、
自
ら

大
切
な
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
方
が
増
え
て
い
ま
す
。「
誰

も
が
生
き
や
す
い
社
会
」
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
自
殺

予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会
を
２
回
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
し
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
、
身
近
な
人
の
「
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
に
気
が

つ
い
た
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
、
心
の

健
康
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時　
１
回
目　
平
成
28
年
１
月
27
日
㈬

　
　
　
　
　
　
２
回
目　
平
成
28
年
２
月
３
日
㈬

●
時　
　
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会　
　
場　
中
央
公
民
館
大
会
議
室
（
２
階
）

●
テ 

ー 

マ　
「
大
切
な
命
〜
命
の
価
値
を
も
う
一
度
考
え
る
〜
」

●
講　
　
師　
公
益
財
団
法
人　
身
体
教
育
医
学
研
究
所

　
研
究
主
任　
朴　
相
俊
（
パ
ク　
サ
ン
ジ
ュ
ン
）
氏

●
そ 

の 

他　
受
講
は
無
料
で
す

●
お
問
合
せ
先　
環
境
保
健
係　

　
電
話 

５
６
─
２
３
１
１　
有
線 

２
３
１
１

　
（
保
健
師
ま
で
）

心
の
健
康
を
考
え
よ
う
！

自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
研
修
会
受
講
生
を
募
集

関
心
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
!!

　
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
平

均
寿
命
日
本
一
の
長
野
県
に
お
い
て
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
脳
卒
中
等
の
生

活
習
慣
病
予
防
に
効
果
の
あ
るAction

（
体
を
動
か
す
）、Check

（
健
診
を
受
け

る
）、Eat

（
健
康
に
食
べ
る
）
に
取
り
組

み
、
世
界
で
一
番
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
の
健
康
長

寿
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
月
は
、
そ
の
う
ち
の
「
Ａ
」
に
つ
い

て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

Action 

体
を
動
か
す

毎
日
続
け
る
速
歩
と
体
操

～
休
日
は
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

　

Action

（
習
慣
的
に
体
を
動
か
す
こ

と
）
で
、
生
活
習
慣
病
や
生
活
機
能
低
下

の
改
善
・
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
運
動
習
慣
が
体
に
い
い
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
て
も
、「
運
動
は
苦
手
で

…
…
」「
忙
し
く
て
暇
が
な
い
…
…
」
と

い
う
人
は
難
し
く
考
え
ず
、
日
常
生
活
の

中
で
意
識
し
て
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
積
み
重
ね
が
、

体
力
の
維
持
・
向
上
、
健
康
増
進
に
確
実

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
今
よ
り
少
し

多
く
「
歩
く
」
こ
と
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
既
に
運
動
習
慣
の
あ
る
方
は
家
族
や
仲

間
を
誘
っ
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
人
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

●
簡
単
に
で
き
る
！
体
を
動
か
す
こ
と

・
背
筋
を
伸
ば
し
て
立
つ
、
座
る

・�

目
が
覚
め
た
ら
寝
床
で
ス
ト
レ
ッ
チ
、

寝
る
前
も
ス
ト
レ
ッ
チ

・�

散
歩
で
も
普
段
よ
り
ち
ょ
っ
と
早
く
歩

い
て
み
る

・�

歯
磨
き
し
な
が
ら
つ
ま
先
立
ち
や
ス
ク

ワ
ッ
ト

・�

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
大
き
く

伸
ば
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ

・
掃
除
を
こ
ま
め
に
行
う

な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
！

環境保健係

みんなで

食
育

信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り

「A
c
tio

n
 

体
を
動
か
す
」

に
つ
い
て
考
え
よ
う 

①

 

 

相続が・・・争族、争続とならないために！ お気軽にお問い合わせください。 
  
相続はどこの家族にも必ず訪れます。そして相続による争いはドラマの中だけでなく身近な問題です。 
大切な家族を無用なトラブルから守るため、当事務所では遺言の作成をお勧めします。 
 
☆遺言とは 
 遺言者が亡くなる前に、その最終の意思表示を形にし、死後に実現を図るものです。 
 
相続・遺言についての相談は、当事務所におまかせください。（初回相談は無料で承ります） 
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                             長野県行政書士会会員 
                               行政書士 掛川 浩邦 
                      〒384-2303  立科町塩沢 1454-3 
                      TEL  0267-56-3237  FAX  0267-56-3008 
立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》
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成年後見制度について講演会を開催します！
　「成年後見制度」とは、認知症や精神障がいなどによって判断能力が不十分な人が、社会で不利益や被害を受け
ないようにするための制度です。今回、教育委員会と地域包括支援センターとの共催で成年後見制度について講
演会を開催します。
　今後、認知症の方が増加することが予想されています。家族や身近な人の日頃の生活や将来の暮らしのために
成年後見について知識を深めましょう。

●対象者　町民の方ならどなたでも
●日　時　平成28年１月18日㈪　午後１時30分～３時
●場　所　老人福祉センター　集会室
●講　師　佐久広域連合　成年後見支援センター　　後見支援係　比田井 直樹氏

お問合せは教育委員会社会教育人権政策係または地域包括支援センター（住民福祉係）
　　　　　電話 56－2311　有線2311までお電話ください。

地域包括支援センターです！こち ら 住民福祉係

地域包括支援センター・住民福祉係

◉�

こ
の
よ
う
な
内
容
の
電
話
や
手
紙
、
訪
問
に
は

応
じ
な
い
！　

　
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
、
口
座
番
号
や

口
座
の
暗
証
番
号
、
所
得
や
資
産
の
情
報
、
家
族
構
成
や

年
金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
商
品
販
売
や
不
正
な
勧
誘
に
十
分
注
意
を
！　

　
電
話
、
メ
ー
ル
、
訪
問
な
ど
に
よ
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
安
全
管
理
対
応
の
困
難
さ
な
ど
を
誇
張
し
た
商
品
販
売

や
不
正
な
勧
誘
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
安
易
に
開
封
し
な
い
！　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
、
自
分
の
勤
務
先
な
ど
送
付
者
が

明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
開
封
し
な
い
よ
う
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◉「
な
り
す
ま
し
」
の
郵
便
物
に
ご
注
意
を
！　

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
返
信
用
封
筒
に
は
、

顔
写
真
や
個
人
情
報
を
含
ん
だ
申
請
書
を
入
れ
て
、
返
信

い
た
だ
き
ま
す
。
返
信
用
封
筒
の
宛
先
が
「
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
で
あ
る
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
に
口
座
番
号
な
ど
を
記

載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

◉�

他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
こ
と
は
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
依
頼
は
詐
欺
の
手
口
で
す
。
こ
う
し
た
手
口
で
、

人
を
欺
く
な
ど
し
て
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す

る
こ
と
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
不
正
な

提
供
依
頼
を
受
け
て
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に
教

え
て
し
ま
っ
て
も
、
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
─
９
５
─
０
１
７
８

平
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時

土
日
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
・�

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、�

 

０
５
０
─
３
８
１
８
─
１
２
５
０

　
・�

そ
の
他
の
お
問
合
せ
は
、�

 

０
５
０
─
３
８
１
６
─
９
４
０
５�

 
http://w

w
w

.cas.
go.jp/jp/seisaku/
bangoseido/

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
・
個
人
情
報
の
取
得
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

住民福祉係
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第１１回 新春書き初め展
　新年に初めて毛筆をとり、一年の抱負や目標をしたためるのが「書き初め」で、一般的に
は１月２日に行われます。
　書き初めは吉書・試筆・初硯（はつすずり）とも呼ばれ、恵方（縁起の良い方向）に向っ
て、めでたい言葉や詩歌を書いたのが始まりともいわれています。
　教育委員会では、下記のとおり「第11回新春書き初め展」を開催するにあたり、愛好家の
皆さんの作品をはじめ、多くの書き初め作品を募集します。
　新たな年に、新たな気持ちで書き上げた作品のご応募をお待ちしております。

⑴　出品者は立科町在住の方です。（小・中・高校関係者を含む）
⑵　出品の種別及び規格　①種別　書道（主として書き初め作品）
　　　　　　　　　　　　②規格　一般　書き初め用紙は「半切」を使用
⑶　出品点数は１人１点とさせていただきます。
⑷　出品作品の準備（表装等）は不要です。（既に表具されているものは可）
⑸　申込みは１月15日㈮までに教育委員会へお願いいたします。
⑹　作品搬入は１月21日㈭午後３時から５時までの間にお願いいたします。
⑺　作品搬入場所は展示会場、ふるさと交流館「芦田宿」です。

⑴　作品の展示はお任せいただきまして、期間中の搬出はご遠慮願います。
⑵　�展示作品の片づけは、１月25日㈪午前９時から行いますので、作品の搬出をお

願いいたします。
⑶　�作品の取り扱いについては十分注意をいたしますが、不慮の損害に対してはその

責を負えませんのでご了承ください。

●出品規約

展示会場　　ふるさと交流館「芦田宿」
展示期間　　平成28年１月22日㈮～24日㈰
　　　　　　午前10時から午後５時まで（22日のみ午後１時から）

１　出品の募集

２　そ　の　他

第50回  囲碁将棋大会 参加者募集
　公民館では、町内の囲碁将棋愛好家の皆さんを対象に、恒例の囲碁将棋大会を開催します。
　お互いの技量を高め合う機会でもありますので、愛好家の皆さん奮ってご参加ください。

　●期　　日　平成28年２月６日㈯
　●時　　間　午前９時～午後３時（受付：午前８時30分）
　　　　　　　※小中学生は、12時で終了の予定
　●場　　所　老人福祉センター　集会室
　●対　　象　一般の部………町民又は町内事業所にお勤めの方及び蓼高生
　　　　　　　小中学生の部…立科小・中学生
　●持 ち 物　昼食（ご希望の方には、事務局で弁当を手配します。）
　●申込方法　一般の方は、分館長さん又は中央公民館へお申込みください。
　　　　　　　（町外の方で町内事業所にお勤めの方は中央公民館へお申込みください。）
　　　　　　　小・中・高校生は学校事務室へそれぞれお申込みください。
　●申込締切　平成28年１月27日㈬
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教育委員会

１．インターネットによる人権侵害
　インターネットは、私たちの生活を豊かにする便利な
道具である反面、使い方を間違えたり、悪意をもって使
うと“凶器”にもなります。たとえば、インターネット
を悪用し、ブログの開設者に対する誹謗・中傷を書き込
むなど、他人の人権を侵害する事件も後を絶ちません。
インターネットの世界においても、画面の向こうに、自
分と同様に人権のある他者の存在を意識することが大切
です。

２．今、子どもたちに起きているネットいじめ
　パソコンやスマートフォンなどによる、子どもたちの
間での“ネットいじめ”が問題となっています。子ども
たちが、被害者にも加害者にもならないよう、大人は常
にインターネットの使用状況を把握する努力をし、人権
の視点から注意・指導していくことが大切です。
　ネットいじめの例
　●�ブログや掲示板、プロフやSNSなどへの誹謗・中傷
の書き込みや個人情報の無断掲載

　●�LINEなど無料通信アプリを利用しているグループ
内での仲間外れ

　●第三者になりすましてのメール発信
　子どもたちがよく使うインターネット
　・プロフ…自己紹介（プロフィール）サイト
　・�無料通信アプリ…LINEなど、パソコンやスマート
フォンなどを使っていつでも無料で通話やメール、

チャットなどができるコミュニケーションアプリ
　・�SNS…ソーシャル・ネットワーキング・サービス
（Social Networking Serviceの略）、人と人との輪
をつなげていくことを目的としたコミュニティ型の
サービス

３．スイッチを入れる前に
　インターネットの世界は公共の場です。常に、画面の
向こうには人がいることを意識して使いましょう。ホー
ムページは見ず知らずの誰もが多数閲覧します。ホーム
ページに間違った情報や違法な情報、他人を傷つける内
容を掲載してはいけません。
　インターネットの利用状況はすべて記録されています。
匿名であっても、法的手段をとれば、記録から追跡して
加害者を特定することができます。マナーを守って正し
く使うことが重要です。
　他人の個人情報、文章や写真などの著作物を無断で掲
載することは、プライバシーや著作権の侵害となります。

４．もしも人権侵害にあったら
　ホームページや掲示板上で、プライバシーの侵害や誹
謗・中傷の書き込みなどの人権侵害を受けた場合は、情
報の発信者やサイト管理者、プロバイダ等に、記事を削
除するよう要請できます。
　サイト管理者やプロバイダ等が削除要請に応じてくれ
ない場合や、自分で削除要請のやり方がわからない場合
は、最寄りの法務局・地方法務局へ相談しましょう！

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター(社会教育人権政策係)

インターネットと人権について

　少子高齢化による労働力減少への方策として、女性の更なる社会参画が期待される中で、子育てや介護など男
女が共同して責任を果たすことや、社会全体で支えていく仕組みづくりが一層重要となってきています。それに
は個々の意識改革とともに体制や制度の充実も求められます。そこで、女性参画の意義について共に学習して共
通認識を持ち、一人ひとりがそれぞれの立場で自主的かつ積極的に行動できるよう、男女共同参画推進委員会と
公民館女性部が共催で開催します。
　男女問わずどなたでも参加できますので、お気軽におでかけください。

●日　時　平成28年１月30日㈯　午後１時30分～３時30分（受付：午後１時〜）
●会　場　老人福祉センター
●内　容　・滝沢博文さんによる腹話術ショー
　　　　　・松岡英子さんによる講演会
　　　　　　【信州大学学長補佐・男女共同参画推進室長・学術研究院教授（教育学系）】

『腹話術ショーと講演会』
男女共同参画推進委員会 
・公民館女性部共催事業

～すべての人が輝くために～

入場無料
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公
民
館
で
は
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
芸
能
グ

ル
ー
プ
や
学
校
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
芸
能
グ
ル
ー

プ
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
者
同
士
の
親
睦

と
友
好
を
図
り
、
町
の
活
性
化
と
地
域
芸
能
の
向

上
発
展
の
機
会
に
し
よ
う
と
毎
年
開
き
、
今
年
で

42
回
目
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
芸
能
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
会
で
は
、
民
謡
、
楽
器
演
奏
、
舞

踊
、
合
唱
な
ど
多
種
多
様
な
分
野
の
発
表
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
さ
ん
会
場
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
例
年

参
加
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
は
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
グ
ル
ー

プ
及
び
個
人
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
中

央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期　
日　
平
成
28
年
３
月
６
日
㈰

●
時　
間　
正
午
か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で（
予
定
）

●
場　
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
集
会
室

「真田信繁」幸村と呼ばれた男の真実
平山　優（著）　KADOKAWA（出版）
文書や軍記物、絵図や布陣図ほか数少ない史料を博捜し、真田信繁
をめぐる通説・俗説・新説をその根本から再検証。大河ドラマ「真
田丸」時代考証担当者が、新たな信繁像を打ち立てる！
………………………………………………………………………………

「ビジュアルでわかる戦国軍旗と大坂の陣」
真田の激闘を徹底図解
小和田　哲男（監修）　成美堂出版（出版）
関ヶ原の戦い、大坂の陣など、真田家が戦いぬいた合戦を、軍旗・
旗印で読み解き、武将たちの生き様を紹介する。
………………………………………………………………………………

「朝が来る」
辻村　深月（著）　文藝春秋（出版）
「子どもを返してほしいんです」親子３人で穏やかに暮らす栗原家
に、ある朝かかかってきた一本の電話。
子を産めなかった者、子を手放さなければならなかった者、両者の
葛藤と人生を描いた感動長編。
………………………………………………………………………………

「おはなしばあさんと風来坊」
川端　誠（作・絵）　BL出版（出版）
村外れの農家に泊めてもらうことになった風来坊。そこは「かみな
りばば」と呼ばれるヘンクツばあさんの家だった。村娘のさちから、
前は昔ばなしの得意な、やさしいばあさんだったときいて…。木彫
りの風来坊の、心あたたまるお話。

新着図書

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　１月27日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

休室のお知らせ

12月28日㈪　午後１時
（公民館は29日㈫〜）

～１月３日㈰

年末年始休業

中央公民館並びに図書室は、下記のとおり、
お休みさせていただきます。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解、ご協力をお願いいた
します。

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

芸
能
グ
ル
ー
プ
発
表
会

参
加
者
募
集

第
42
回
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昨
年
の
５
月
、
立
科
町
教
育
委
員
会
の
ご
高

配
に
よ
り
、
冊
子
「
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！　

子
ど
も
の
育
ち
」
を
発
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
、
永
き
に
わ
た
っ
て

広
報
「
た
て
し
な
」
の
シ
リ
ー
ズ
「
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
！
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
ご
指

導
と
ご
支
援
を
賜た

ま
わり

ま
し
た
皆
様
、
並
び
に
、

立
科
町
教
育
委
員
会
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　　
こ
の
冊
子
は
、
広
報
「
た
て
し
な
」
に
連れ

ん

載さ
い

致
し
ま
し
た
、
平
成
21
年
６
月
号
か
ら
平
成
27

年
３
月
号
ま
で
の
「
提
言
」（
70
ヶ
月
分
）
を

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
に
出
会
っ
た
多
く
の
敬け

い

愛あ
い

す
べ
き
児

童
・
生
徒
諸
君
、
保
護
者
の
皆
様
、
同ど

う

僚り
ょ
うの

先

生
方
、
そ
し
て
、
先
輩
諸
兄
か
ら
学
ん
だ
教
え

と
、
老
生
自
身
の
幾い

く

多た

の
苦に

が

い
失
敗
事
例
か
ら

学
ん
だ
戒い

ま
しめ

を
、
教
育
相
談
の
立
場
か
ら
、
次

の
世
代
の
方
に
お
伝
え
し
た
い
一
心
で
書
き

綴つ
づ

っ
た
「
提
言
」
で
あ
り
、
も
と
よ
り
独ひ

と

り
善よ

が
り
な
拙せ

つ

文ぶ
ん

拙せ
っ

著ち
ょ

で
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
毎
号
、
必
ず
読
ん
で
、

フ
ァ
イ
ル
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
掲け

い

載さ
い

当

初
の
号
は
散さ

ん

逸い
つ

し
た
も
の
も
あ
る
。
ぜ
ひ
ま
と

め
て
読
み
た
い
の
で
、
一
冊
の
本
に
し
て
ほ
し

い
。」「
毎
月
、
子
育
て
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を

指し

摘て
き

し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
参
考
に
な
る
。

ぜ
ひ
と
も
本
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
常
に
座ざ

右ゆ
う

に
置
い
て
、
子
育
て
中
の
親お

や

御ご

さ
ん
に
活
用

し
て
も
ら
え
る
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。」
と

い
う
望ぼ

う

外が
い

の
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
立
科
町
教
育
委
員
会
が
、
こ
の
よ
う
な
要
望

に
迅じ

ん

速そ
く

に
応こ

た

え
て
下
さ
り
、
昨
年
６
月
、
こ
の

冊
子
が
中
学
生
以
下
の
ご
子
息
の
い
る
ご
家
庭

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

z
z

z

　
発
行
後
４
ヶ
月
ほ
ど
し
て
、
立
科
中
学
校
の

Ａ
先
生
か
ら
嬉う

れ

し
い
お
手
紙
を
頂ち

ょ
う

戴だ
い

致
し
ま
し

た
…
…
。

　　
拙
著
を
読
ん
で
、
子
育
て
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
当
の
本
人
が
申
し
上
げ
る
の

は
、
謙け

ん

虚き
ょ

を
重
ん
ず
る
日
本
人
の
美び

徳と
く

に
反
す

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い

実
態
を
直
接
間
接
に
耳
に
し
、
冊
子
の
発
行
の

た
め
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
さ
れ
た
立
科
町

教
育
委
員
会
の
皆
様
に
申
し
訳
な
く
思
わ
れ
る

と
同
時
に
、
家
庭
配
布
後
し
ば
ら
く
し
て
、

あ
っ
さ
り
資
源
回
収
の
対
象
物
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
い
さ
さ
か
が
っ
か
り
し
て
、（
そ
れ
が

な
ぜ
悪
い
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
返
す
言
葉
に

窮き
ゅ
うし

ま
す
が
、）
資
源
回
収
に
出
し
て
し
ま
う

の
は
ち
と
…
…
、
お
棄す

て
に
な
る
な
ら
、
学
校

や
保
育
園
、
児
童
館
に
寄き

贈ぞ
う

し
て
下
さ
れ
…
…
、

と
い
う
複
雑
微
妙
な
感
情
に
突
き
動
か
さ
れ
、

平
成
28
年
申さ

る

年
の
年
頭
に
当
た
っ
て
、
つ
い
つ

い
厚
か
ま
し
く
も
、
押
し
つ
け
が
ま
し
い
提
言

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
体て

い

た
ら
く
な
身
が
臆お

く

面め
ん

も
な
く

喧け
ん

伝で
ん

す
る
よ
り
も
、
こ
の
冊
子
を
熟じ

ゅ
く

読ど
く

玩が
ん

味み

し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
直な

お

き
心
と
聡さ

と

き
心
を
有

す
る
方
の
お
言
葉
な
ら
ば
、
そ
の
厚
か
ま
し
さ

や
面お

も

映は

ゆ
さ
も
随ず

い

分ぶ
ん

薄う
す

め
ら
れ
そ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
老お

い
の
心
の
中
に
大
切
に
蔵ぞ

う

し
て

お
く
べ
き
Ａ
先
生
か
ら
の
お
手
紙
を
、
先
生
の

お
許
し
を
い
た
だ
き
、
あ
え
て
茲こ

こ

に
ご
紹
介
申

し
上
げ
ま
す
。

　　
御ご

著ち
ょ

書し
ょ

「
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！　
子
ど

も
の
育
ち
」
を
拝は

い

読ど
く

致
し
ま
し
た
。「
広
報
」

の
連
載
と
い
う
こ
と
で
、
当
た
り
障さ

わ

り
の
な
い

内
容
と
思
い
、
な
か
な
か
食し

ょ
く

指し

が
動
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
昨
日
、
読
み
始
め
ま
し
た
ら
、

時
間
を
忘
れ
、
一
気
に
読
了
し
ま
し
た
。

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

冊子「一緒に考えましょう！
子どもの育ち」の発行

～平成28年申
さる
年の年頭に当たって～

謹 

賀 

新 

年

　
新
し
い
年
を
迎
え
、

　
　
皆
々
様
の
一
層
の

　
　
　
ご
健
康
と
ご
幸
福
を

　
　
　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
当
に
有あ

り

難が
た

い
と
思
い

ま
し
た
。
常
々
、
子
育
て
に
お
け
る
知
恵
の
伝で

ん

承し
ょ
うは

、
現
代
の
日
本
の
教
育
を
考
え
る
上
で
非

常
に
大
切
で
、
不ふ

可か

欠け
つ

な
営い

と
なみ

と
考
え
て
い
た

か
ら
で
す
。

　
先
生
の
、
こ
の
よ
う
な
ご
提
言
を
き
ち
ん
と

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
現
在
、
多
く

の
中
学
校
で
起
こ
っ
て
い
る
生
徒
指
導
上
の
深

刻
な
問
題
は
激げ

き

減げ
ん

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
、
い
じ

め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
親
と
教
師
が
、
今
、

改
め
て
こ
の
本
を
読
み
返
し
、
考
え
直
す
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
を
中
学
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
全
家
庭
に
配
布
さ
れ

た
立
科
町
教
育
委
員
会
の
ご
英え

い

断だ
ん

は
、
大
い
に

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
家
庭
配
布
さ
れ
た
こ
の
本
を
、
ぜ
ひ
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
生
が
ご
指
摘
の
通
り
、

子
育
て
は
、
家
庭
と
学
校
と
地
域
が
連れ

ん

携け
い

し
て

行
う
も
の
で
す
か
ら
、
保
護
者
の
方
だ
け
で
は

な
く
、
学
校
に
集つ

ど

う
す
べ
て
の
方
が
先
生
の
ご

提
言
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
殊こ

と

に
教
師
は
、
先
生
の
ご
提
言
を
謙
虚
に

受
け
止
め
、
十
分
に
共
通
理
解
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
い
て
、
親
と
教
師
が
、

「
岩
上
先
生
の
本
に
、
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し

け
で
も
、
教
師
と
し
て
読
む
価
値
の
あ
る
文
章

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
、
ご
提
言
の
内
容
の
豊
か
さ
と
言

い
ま
し
ょ
う
か
、
親
と
教
師
と
い
う
子
ど
も
を

育
て
る
役
割
と
責
任
を
担に

な

っ
て
い
る
者
へ
の
親

身
で
、
的
確
な
ご
助
言
の
一
つ
一
つ
に
首し

ゅ

肯こ
う

せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
上
段
に
構か

ま

え
る

の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
例
と
共
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
読
む
だ
け
で
も
、
十

分
に
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
の
在あ

り
方
や
養
育
姿
勢
、
児
童
・

生
徒
の
生
育
歴
、
親
子
関
係
、
家
庭
環
境
な
ど
、

中
学
生
の
健す

こ

や
か
な
成
長
の
た
め
に
極き

わ

め
て
重

要
な
要
因
で
あ
り
な
が
ら
、
日
頃
な
か
な
か
親

と
教
師
が
共
有
で
き
な
い
点
、
す
な
わ
ち
、
教

師
が
踏ふ

み
込
め
な
い
家
庭
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

人
生
の
先
輩
の
知
恵
と
し
て
、
端た

ん

的て
き

に
指
摘
し

　
そ
こ
で
、
感
想
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
拝
読
し
て
自
分
な
り
に
感
じ
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
申
し
上
げ
、
お
礼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
ず
、
失
礼
を
承
知
で
申
し
上
げ
ま
す
が
、

語ご

彙い

や
表
現
が
適
切
で
、
大
変
読
み
や
す
い
文

章
で
あ
る
こ
と
に
、
さ
す
が
国
語
科
の
先
生
と

思
い
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
他
市
町
村

の
「
広
報
」
に
は
、
敬
語
の
使
い
方
を
は
じ
め
、

人
を
教
え
導
く
立
場
に
あ
る
方
の
文
章
と
し
て

は
疑
問
に
思
わ
れ
る
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、

至し

極ご
く

残
念
な
思
い
を
抱
く
こ
と
が
少
な
く
な
い

か
ら
で
す
。

　
岩
上
先
生
の
文
章
は
、
決
し
て
難む

ず
かし

い
言
葉

を
使
っ
た
り
、
仰ぎ

ょ
う

々ぎ
ょ
うし

い
表
現
を
し
た
り
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
格
調
の
高
さ

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
─
こ
の
点
だ

た
ね
。」
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
家
庭
と
学
校

が
車し

ゃ

軸じ
く

の
両
輪
の
よ
う
に
連
携
し
、「
協き

ょ
う

働ど
う

」

で
き
れ
ば
、
素す

晴ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
私
な
ど
以
上

に
、
こ
の
本
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
、
学

校
や
教
育
委
員
会
が
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、

さ
ら
に
こ
の
本
を
読
み
深
め
、
学
び
合
う
取
り

組
み
を
工
夫
し
、
実じ

っ

践せ
ん

さ
れ
ま
す
こ
と
を
切せ

つ

望ぼ
う

し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
が
、
折せ

っ

角か
く

の
先
生
の
ご
提
言

を
生
か
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
私
も

保
護
者
の
方
と
、
こ
の
「
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
！　
子
ど
も
の
育
ち
」
を
折お

り

々お
り

に
話
題
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

z
z

z

　
我わ

れ

褒ぼ

め
、
手て

前ま
え

味み

噌そ

の
極き

わ

み
の
よ
う
な
遠
回

し
の
我が

田で
ん

引い
ん

水す
い

で
恐き

ょ
う

縮し
ゅ
くで

す
が
、
子
育
て
中
の

親
御
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
年
か
後
に
、

「
あ
の
と
き
、
も
っ
と
子
ど
も
に
向
き
合
っ
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

子
ど
も
を
親
の
事
情
や
生
活
ペ
ー
ス
に
巻
き
込

み
、
便
利
で
、
豊
か
な
情
報
化
社
会
の
大だ

い

洪こ
う

水ず
い

に
流
さ
れ
て
い
た
。」
と
悔く

い
て
も
、「
欠
落
し

た
成
長
期
」
を
も
う
一
度
体
験
し
直
す
こ
と
は

容よ
う

易い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
Ａ
先
生
の
お
言

葉
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸こ

う

甚じ
ん

の
至

り
に
存
じ
ま
す
。

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
!

立科町教育委員会

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
!

子
ど
も
の
育
ち

子
ど
も
の
育
ち

岩
上 

起
美
男

立

　科

　町

教
育
相
談
員

子
ど
も
の
育
ち

子
ど
も
の
育
ち

立科町教育相談員
岩上 起美男   著

昨年の５月に発行された冊子
「一緒に考えましょう！　子どもの育ち」

立科町教育委員会発行
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

好きな型・色でお墓を建てたいのですが、法的な規制はありますか？
一般的には規制はありません。しかし、霊園によっては、型・色・サイズなど規制が
ある場合があります。
最近では、オリジナリティ豊かな型のお墓を見かけるようになりましたね。

お問合せ先　　立科町商工会　電話 0267－56－1004　有線 2652

　ご好評いただいております「たてしな商品券」の有効期限が、平成28年１月31日㈰と迫ってまいりました。
　有効期限を過ぎますと使用できませんのでご注意ください。
　購入された皆様におかれましては、もう一度ご確認いただき、期限まで
に全ての商品券を使っていただきますようお願いいたします。
　また、商品券発売時に配布いたしましたアンケートへのご協力もお願い
いたします。　

地方創生地域活性化「たてしな商品券」の有効期限は
平成28年１月31日㈰です

たてしな保育園

保育園児作品展
●開催日時　平成28年２月５日㈮～７日㈰
　　　　　　�午前10時から午後５時まで�  

（５日のみ午後１時から）
●場　　所　ふるさと交流館「芦田宿」
●内　　容　‌�保育園生活で作った工作や描いた絵など、

元気な園児の作品を展示します。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

　地域担当職員を通じ、各家庭に配付いたしまし
たが、まだ届いていないお宅がございましたら、
お手数ですがご連絡をお願いいたします。

企画振興係合併60周年記念誌「立科町勢要覧」と
記念品等を配付しました

お問合せ先　総合政策課　企画振興係
　　　　　　電話 56－2311　有線 2311
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借
金
返
済
に
お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー
ン
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律
の

専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
匿

名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
12
時
、

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

お
問
合
せ
先

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

電
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
２
９
７
０

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

１
月
18
日
は『
１
１
８
番
の
日
』で
す

　
１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
通
報
用

電
話
番
号
で
す
。

　
海
上
に
お
け
る
事
件
・
事
故
な
ど
次
の
よ
う

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

な
場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

海
難
や
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、
ま
た
は
目

撃
し
た
。

■
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
。

■
見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を
発
見
し
た
。

■
密
航
・
密
輸
事
犯
等
の
情
報
を
得
た
。

※�「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な
に
が
あ
っ
た
」

な
ど
を
簡
潔
に
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

海上保安庁イメージ
キャラクター

うみまる・うーみん

©JCGF

お
問
合
せ
先

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
課 

広
報
・
地
域
連
携
室

電
話　
０
２
５
─
２
８
５
─
０
１
１
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/
09kanku/
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歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

事
故
を
防
ご
う
！

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪
機
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使

う
際
に
は
、
使
用
者
の
責
任
に
お
い
て
、
正
し

く
、
安
全
に
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■�

安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な
い
状
態
で
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
。

■�

除
雪
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲
に
人
が

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
人
を
絶
対
に
近
づ

け
さ
せ
な
い
。
ま
た
、
不
意
に
人
が
近
づ
い

た
場
合
に
は
除
雪
機
を
直
ち
に
停
止
で
き
る

よ
う
な
状
態
で
除
雪
を
行
う
。

■�

投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く
際
に
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
オ
ー
が
や
ブ
ロ

ア
の
回
転
が
停
止
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
雪
か
き
棒
を
使
用
し
て
雪
を
取
り
除
く
。

■�

除
雪
機
を
使
用
す
る
際
、
特
に
後
進
時
は
足

元
や
周
囲
の
障
害
物
に
注
意
を
払
い
、
無
理

の
な
い
速
度
で
使
用
す
る
。

お
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業

／
除
雪
機
安
全
協
議
会

電
話　
０
３
─
３
４
３
３
─
０
４
１
５

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

【
地
域
づ
く
り
推
進
研
修
】

子
ど
も
・
若
者
の
支
援
と
地
域
づ
く
り

　
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者
た
ち
を
支
援
す

る
企
画
を
運
営
し
て
き
た
講
師
を
お
招
き
し
、

若
者
の
可
能
性
を
引
き
出
す
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

ま
す
。（
託
児
あ
り
）

日
時　

�

平
成
28
年
１
月
28
日
㈭�

 

午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時

会
場　
長
野
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�（
塩
尻
市
大
字
片
丘
南
唐
沢

�

６
３
４
２
─
４
）

講
師　
国
立
青
少
年
教
育
機
構

指
導
主
幹　
北
見　
靖
直　
氏

お
問
合
せ
先

長
野
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

電
話　
０
２
６
３
─
５
３
─
８
８
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
３
─
５
３
─
８
８
２
５
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長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

平
成
28
年
度
入
学
生
募
集

 

上
田
市
に
あ
る
２
年
制
の
工
科
短
期
大
学
校

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

　
学
科
名

　
■
生
産
技
術
科

　
■
制
御
技
術
化

　
■
電
子
技
術
科

　
■
情
報
技
術
科

定
員　
各
科　
20
人

※�

推
薦
入
学
試
験
（
実
施
済
み
）
の
定
員
を
含

み
ま
す
。

【
前
期
】

各
科　
８
人
程
度

【
後
期
】

各
科　
若
干
人

※�

一
般
入
学
試
験
（
後
期
）
は
、
入
学
予
定
者

の
状
況
に
よ
り
、
学
科
に
よ
っ
て
は
実
施
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
願
期
間

【
前
期
】

平
成
28
年
１
月
12
日
㈫
～
１
月
22
日
㈮

【
後
期
】

平
成
28
年
２
月
26
日
㈮
～
３
月
７
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
、
３
月
６
日
㈰
の
消
印
ま
で
※

試
験
日

【
前
期
】

平
成
28
年
２
月
５
日
㈮

【
後
期
】

平
成
28
年
３
月
17
日
㈭

合
格
発
表
日

【
前
期
】

平
成
28
年
２
月
12
日
㈮

【
後
期
】

平
成
28
年
３
月
22
日
㈫

試
験
会
場

【
前
期
】

本
校　
　
　
工
科
短
期
大
学
校

松
本
会
場　
松
本
合
同
庁
舎

【
後
期
】

本
校　
　
　
工
科
短
期
大
学
校

お
問
合
せ
先

県
工
科
短
期
大
学
校

電
話　
０
２
６
８
─
３
９
─
１
１
１
１

IN
F
O
R
M
A
T
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長
野
県
農
業
大
学
校

（
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
）２
次
募
集

　
長
野
県
農
業
大
学
校
で
は
、
将
来
の
企
業
的

な
農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
「
実
践
経
営
者

コ
ー
ス
」
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
科　

�

総
合
農
学
課（
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
）

修
業
年
限　
２
年

募
集
人
員　
10
名

入
学
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

願
書
受
付
期
間　

�

平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
か
ら

２
月
１
日
㈪

試
験
日

第
一
次
試
験　

�

２
月
10
日
㈬（
小
論
文
及
び
面
接
）

第
二
次
試
験　
２
月
18
日
㈭
（
面
接
）

合
格
発
表　
２
月
24
日
㈬

出
願
先
・
お
問
合
せ
先

長
野
県
農
業
大
学
校

電　
話　
０
２
６
─
２
７
８
─
５
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
─
２
６
１
─
２
１
２
１
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「
長
野
県
立
自
然
公
園
」

伝
え
る
伝
わ
る
魅
力
フ
ォ
ト

（
写
真
）
募
集
中

　
長
野
県
立
自
然
公
園
の
素
晴
ら
し
い
自
然
景

観
、
四
季
の
彩
り
が
感
じ
ら
れ
る
風
景
、
人
と

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
感
じ
ら
れ
る
風
景
等
の

魅
力
を
伝
え
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

　
長
野
県
立
自
然
公
園
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

ま
た
は
長
野
県
立
自
然
公
園
外
か
ら
長
野
県
立

自
然
公
園
の
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
で
魅
力
が

伝
わ
る
も
の
。

応
募
資
格

　
県
内
外
在
住
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

募
集
期
間　
平
成
28
年
１
月
22
日
㈮
ま
で

応
募
方
法

　
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
カ
ラ
ー

写
真
（
２
Ｌ
サ
イ
ズ
ま
た
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
、

メ
ー
ル
で
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
場
合
は
２
Ｍ
Ｂ

以
下
）
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
、
電

子
申
請
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
り
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
応

募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

shizenhogo/kurashi/shizen/koen/
kenritukoen.htm

l

応
募
先
・
お
問
合
せ
先

長
野
県
環
境
部
自
然
保
護
課
自
然
保
護
係

電
話　
０
２
６
─
２
３
５
─
７
１
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
─
２
３
５
─
７
４
９
８
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白樺
高原便り
白樺高原総合
観光センター

元旦プレゼント（両スキー場共通）	 １月１日㈷㈮

１日券購入者におしるこプレゼント

繭玉プレゼント（白樺高原国際スキー場） 	１月11日㈷㈪

小学生以下に繭玉プレゼント

スキーの日（両スキー場共通）	 １月12日㈫

初心者レッスン無料講習会（各スキー学校10名程度）

バレンタインデーサービス（両スキー場共通）	 ２月14日㈰

リフト１日券20％OFF、粗品プレゼント

ホワイトデーサービス（両スキー場共通）	 ３月14日㈪

リフト１日券20％OFF、粗品プレゼント

お楽しみダーツ大会

リフト１日券購入者先着300名様に地元特産品など
がダーツで当る
■白樺高原国際スキー場	 １月24日㈰
■しらかば２in１スキー場	 ２月21日㈰　

白樺高原キャンドルナイト	 ２月13日㈯

高原の静かな夜にすてきな思い出をつくりましょう。

メンズデー

毎月第１、第３木曜日
男性リフト１日券1,000円

レディースデー

毎週水曜日（12月23日、30日を除く）
女性リフト１日券1,000円

スキー子どもの日

毎月第３日曜日
小学生以下リフト１日券無料

ともだち優待

町内在住の高校生または蓼科高校生が町外の友達を連れて
来場した場合、友達のリフト１日券も町民優待価格で提供。
（受付窓口は白樺高原総合観光センター１F事務所）

バースデー割引

来場日が誕生日の場合
　　　　　　リフト１日券　大人・小人問わず1,000円
来場日が月に関係なく、誕生日と同じ日にちなら
　　　　　　リフト１日券　大人2,000円　小人1,000円

※生年月日がわかるものをご提示ください。

イベント情報

お得情報

今シーズンもイベントやお得なサービスが盛りだくさんです！
ご家族やお友達と一緒にぜひお出かけください。

白樺高原国際スキー場・
しらかば２in１スキー場オープン!!

区　分 平　日
土・日・祝日
年末年始

（12/29～1/5）
備　考

中学生以下 無料    800円 通常2,570円
高校生（要・学生証）
（町外でも蓼科高校
在校生ならOK）

1,200円 1,200円 通常3,900円

大人（要・住所証明） 2,500円 2,500円 通常3,900円

町民優待リフト券

リフト券の割引については、他の割引券との併用はできません。
団体は対象外となります。
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たてしな保育園の
子どもたち

子どもたちでお店屋さんごっこを行いました。今年は「たてしなっこ商店
街」と題して、年齢ごと色々なお店を開きました。異年齢で関わったり、
子ども同士のやりとりを楽しんだりすることが出来ました。

年長組

年中児
「
は
い
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
」「
わ
た

し
は
何
に
し
よ
う
か
な
？
」
レ
ス
ト
ラ
ン

ア
ッ
プ
ル
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

「どんな髪型に
しますか？」
手さばきも本物
の美容師さん顔
負け、お客さん
も大満足でした。

「どれにする？」
やさしく声をかけて
いました。

「いらっしゃいませ～!!」
威勢のいい声が響きま
した。

ひよこ組
アンパンマンのバックを持ってお店屋さんで
お買い物☆色々な物が買えて楽しかったね。

あひる組
火災避難訓練。消防士のお兄さんから避難する時の合言葉「お・は・し・も」
のお話を聞きました。近くで見る消防車は大きくてかっこよかったね♡

七
五
三
で
野
方
神
社
に
行
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
「
元
気
に
大
き
く
な
り
ま
す

よ
う
に
」
と
お
参
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

年少児
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　園芸特産業の今後の新たな展開を誘起した意欲的で斬新な活
動や有用な資源を培う活動等に尽力した者を表彰する長野県園
芸特産業関係功労賞を農事組合法人十八塚りんご生産共同組合

が受賞されました。
　当組合は、昭和
40年に設立され、
賃貸借契約での園
地集積による生産の共同化や財産・労務管理の共同化を進めるなど

「企業的果樹経営」に取り組み、地域農業の牽引役となったことを
評価され受賞したものです。
　11月16日に長野市において開催された受賞式には、橋本組合長
が出席し、表彰状が授与されました。

長野県園芸特産業関係功労賞
農事組合法人
十八塚りんご生産共同組合受賞!!

タ

小

イムカプセル

中学校、児童館に
　　　　　　小型除雪機導入

　11月16日㈪合併60周年記念式典の日に、30年前の昭和60年（1985年）に埋設されたタイムカプセルの開扉セ
レモニーが行われました。
　直径１ｍ20㎝のオレンジ色の球形カプセルには、当時の保育園児・小中学校・文化グループの作品やポストカ
プセル等の品々が収められており、式典終了後の展示会では皆さん懐かしそうにご覧になられていました。
　また、同日20年後（2035年）の合併80周年へ向け、新たなタイムカプセルが埋設されました。

　この冬から小中学校及び児童館に小型除雪機が導入されまし
た。
　一昨年前の記録的な豪雪から学校周辺の除雪対策が課題と
なっており、各学校のPTAの皆さんからも、町教育委員会に除
雪機購入の要望がありました。
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緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

行　事　予　定 保　　　　　健　
4 月 青少年スキー教室（～６日）

6 水 平成28年立科町賀詞交歓会

8 金
乳児健診
４・５ヶ月児：H27.7月～8月生
10・11ヶ月児：H27.1月～2月生

10 日 第61回愛川町一周駅伝大会

11 月 立科町消防出初式

13 水 赤ちゃん相談室　H27.10月生

22 金 新春書き初め展（～24日） 子育て相談（予約制）

26 火 ３歳児健診　H24.11月～H24.12月生

28 木 パパママ教室（予約制）：栄養について（栄養士）

１ 月町民カレンダー
● 国民健康保険税（第８期）
● 介護保険料：普通徴収（第10期）
● 後期高齢者医療保険料（第７期）
● 上下水道料金

１月の納税

1 金 川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011
小諸厚生総合病院 小諸市 0267－22－1070
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 松井歯科医院 佐久市望月 0267－53－8241
2 土 桜井クリニック 小諸市 0267－26－1188

武重医院 小諸市 0267－22－0171
歯科 田中歯科医院 佐久市望月 0267－53－4682
3 日 関医院 小諸市 0267－22－2205

佐々木医院 小諸市 0267－22－0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 岡田歯科医院 小諸市 0267－25－4182
10 日 矢島医院 小諸市 0267－22－8148

佐藤外科医院 小諸市 0267－22－0334
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 土屋歯科医院 軽井沢町 0267－45－4512
11 月 由井医院 小諸市 0267－22－0327

東小諸クリニック 小諸市 0267－25－8104
歯科 小林歯科医院 小諸市 0267－25－3708

17 日 須江医院 小諸市 0267－22－2060
鈴木医院 小諸市 0267－26－1212
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 土屋歯科クリニック 佐久市望月 0267－54－2317
24 日 岩下医院 立科町 0267－56－3908

小諸病院 小諸市 0267－22－0250
田村医院 小諸市 0267－22－0048

歯科 淺川歯科医院 小諸市 0267－23－4050
31 日 ひかり医院 小諸市 0267－22－8878

市川医院 小諸市 0267－25－1200
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 植木歯科医院 軽井沢町 0267－45－5291

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 55−6201

中央公民館（事務室） 56−2311 4000

こども未来館（児童館） 56−0248 8888

老人福祉センター 56−1825 4091

立科温泉　権現の湯 56−0606 4126

連絡先

町のデータ11月 11月１日〜11月30日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

人口 7,522（−14） 出生 1
男 3,724（−  9） 死亡 12
女 3,798（−  5） 転入 8

世帯数 2,831（−  3） 転出 11

救急 出動件数 年間累計

交通事故 2 27
その他 34 395
合計 36 422

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 1
その他 0 3
合計 0 4

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 8.3℃ 6.4℃
最高極日 22.1℃／  9日 20.5℃／10年
最低極日 －2.9℃／28日 －5.2℃／10年

降　水　量 118.0mm 60.6mm
降水量（1〜11月） 1025.0mm 1029.1mm
日 照 時 間 123.1時間 152.7時間

人 口 12月１日現在（11月30日届出まで）	 （　  ）内は前月比

気　象

各種相談日
●結婚相談会
お休み

●心配ごと相談
１月15日㈮
午前９時～12時
場所：老人福祉センター
相談員：笹井　隆、関　紀子
� 社会福祉協議会　電話56－1825白樺高原国際スキー場から北アルプスを望む


